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 小長谷順二 通信 

 

平成 24 年 12 月 28 日 

 

16
人
定
数
で
初
議
会
開
催 

第
一
委
員
会(

８
名)

は
、
総
務
部
、
観
光

経
済
部
、
建
設
部
、
会
計
課
、
議
会
事
務
局
、

選
挙
管
理
委
員
会
、
監
査
委
員
、
公
平
委
員

会
、
農
業
委
員
会
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
の
所
管
に
属
す
る
事
項
と
他
に
属
さ
な

い
事
項
を
担
当
し
、
第
二
委
員
会(

８
名)

は
、

市
民
環
境
部
、
健
康
福
祉
部
、
教
育
委
員
会

の
所
管
に
属
す
る
事
項
の
担
当
。 

第
４
回
伊
豆
市
議
会
定
例
会 

11
月
22
日
の
議
会
運
営
委
員
会
で
会
期

(

11
月
27
日
～
12
月
14
日)

、
予
定
議
案(

議

案
第
91
号
～
110
号)

及
び
議
事
日
程
、
常
任

委
員
会
付
託
案
、
意
見
書
。
追
加
議
案
111
号

あ
り
。
専
決
処
分
３
議
案
承
認 

◎
第
４
回
一
般
会
計
補
正
予
算
２
５
０
０
万

円
（
県
費
・
衆
議
院
選
挙
費) 

◎
伊
豆
市
監
査
委
員
、
三
田
忠
男
氏
。 

 
 
 

◎
友
好
都
市
提
携
を
平
塚
市
と
結
ぶ
。 

第
一
委
員
会
付
託
、
議
案
93
号
～
意
見
書 
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当
初
か
ら
の
考
え
と
思
い
に
従
い
￢

ひ
ら
か
れ
た
議
会
」
を
め
ざ
し
、
小
長
谷

順
二
通
信
の
創
刊
号
を
発
行
致
し
ま
す
。 

市
政
、
一
般
質
問
、
問
題
点
な
ど
、
市

民
の
皆
様
に
、
出
来
る
だ
け
判
り
易
い
形

で
報
告
を
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

第
３
回
伊
豆
市
議
会
臨
時
会 

11
月
１
日
の
臨
時
会
で
正
副
議
長
の

選
挙
を
行
い
投
票
の
結
果
、
議
長
・
飯
田

正
志
、
副
議
長
・
室
野
英
子
。
そ
の
後
の

選
任
で
、
第
一
委
員
長
・
杉
山
誠
、
第
二

委
員
長
・
木
村
健
一
、
議
会
運
営
委
員

長
・
森
島
吉
文
、
議
会
報
編
集
特
別
委
員

長
・
西
島
信
也
の
各
氏
。 

小
長
谷
順
二
は
第
一
委
員
会
、
議
会
運

営
委
員
会
副
委
員
長
、
田
方
地
区
消
防
組

合
議
会
に
所
属
致
し
ま
す
。
議
席
番
号
は

９
番
で
す
。 

案
、
陳
情
の
13
項
目
。
第
二
委
員
会
付
託
、

議
案
93
号
～
109
号
の
７
項
目
を
審
議
。
議
案

に
つ
い
て
は
、
議
会
だ
よ
り
を
参
照
し
て
下

さ
い
。 

す
べ
て
の
議
案
は
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

質
疑
が
多
く
反
対
討
論
等
が
あ
っ
た
議
案

は
第
93
号
で
、
第
５
回
伊
豆
市
一
般
会
計
補

正
予
算(

補
正
予
算
３
億
１
２
０
０
万
円
増

額) 

の
中
の 

、
観
光
振
興
事
業
伊
豆
ト
レ
イ

ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
レ
ー
ス
の
安
全
性
に
つ
い

て
。
観
光
施
設
整
備
事
業
土
地
購
入
費
（
天

城
ふ
る
さ
と
づ
く
り
事
業
）
。
第
97
号
で
、
上

下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
の
固
定
資
産
財

源
調
査
業
務
が
職
員
で
は
出
来
な
い
の
か
？

第
107
号
で
、
学
校
給
食
調
理
場
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
の
修
善
寺
南
小
学
校
調
理
場

を
廃
止
す
る
件
。
第
108
号
で
、
公
の
施
設
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
天
城
ふ
る

さ
と
広
場
）
の
現
在
の
管
理
者(

株)

来
富
か
ら

伊
豆
市
体
育
協
会
に
変
更
す
る
理
由
。
第
109

号
で
、
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て
（
修
善
寺
体
育
館
・
修
善
寺
グ
ラ
ン

ド
）
な
ど
。
併
せ
て
、
体
育
協
会
の
管
理
に

つ
い
て
、
体
育
協
会
の
実
績
、
管
理
能
力
な

ど
が
討
論
さ
れ
ま
し
た
。
更
に
詳
し
く
知
り

た
い
方
は
伊
豆
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
市
政
→

議
会
→
議
会
中
継
を
ご
覧
下
さ
い
。 

 

市
長
行
政
報
告 

 

一
、
第
36
回
全
国
育
樹
祭
に
つ
い
て
の

報
告 

二
、
平
塚
市
と
の
友
好
都
市
協
定
に
つ

い
て 

三
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
「
Ｆ
Ｍ
・
Ｉ

Ｓ
」
に
つ
い
て 

四
、
県
道
２
２
３
号
線
に
つ
い
て 

 

五
、
汚
泥
再
生
処
理
施
設
の
建
設
に
つ

い
て 

六
、
中
伊
豆
荘
跡
地
の
売
却
に
つ
い
て 

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
は
９
月
議
会
で

承
認
さ
れ
、
社
長
は(

株)

ワ
ー
キ
ン

グ
・
ヘ
ッ
ズ
・
ア
ド
バ
ン
ス
代
表
取
締

役 

桜
田
賢
介
氏
に
内
定
。
来
年
４
月
の

開
局
を
目
指
す
。 

汚
泥
再
生
処
理
施
設
建
設
は
ク
ボ
タ

環
境
サ
ー
ビ
ス(

株)

に
決
定
。
来
年
６

月
頃
に
着
工
し
、
平
成
27
年
３
月
の
完 

成
を
目
指
す
。 

中
伊
豆
荘
跡
地
売
却
を
公
募
し
た
と 

こ
ろ
、(

株)

ミ
ロ
ク
リ
ゾ
ー
ト
の
一
件 

の
応
募
が
あ
り
、
年
度
内
に
売
却
し
た 

い
方
針
。 

 

創刊号 

12 月議会 



                            

                    

「
避
難
路
・
避
難
場
所
整
備
に
つ
い

て
？
」
は
、
地
域
住
民
か
ら
訓
練
等
で

得
た
要
望
で
し
っ
か
り
や
っ
て
い
き

た
い
。
住
民
が
で
き
る
事
は
皆
さ
ん

で
、
市
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
事
は
市

で
し
っ
か
り
と
や
っ
て
い
き
ま
す
。 

「
土
肥
、
小
土
肥
、
八
木
沢
、
小
下
田

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル

等
作
る
予
定
は
あ
り
ま
す
か
？
」
に
対

し
て
は
、
防
災
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
現
在

検
討
中
な
の
で
、
早
く
完
成
さ
せ
た

い
。
そ
し
て
マ
ッ
プ
の
普
及
、
訓
練
の

支
援
を
し
っ
か
り
や
っ
て
い
き
た
い
。 

以
上
が
11
月
29
日
に
お
こ
な
わ
れ

た
一
般
質
問
と
答
弁
の
詳
細
で
す
。 

  

★
定
例
会
や
一
般
質
問
な
ど
の 

議
会
中
継
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

で
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

小
長
谷
順
二
市
政
報
告
会
開
催 

平
成
25
年
1
月
１７
日(

木) 

午
後
７
時
よ
り 

伊
豆
市
役
所
土
肥
支
所 

４
階
会
議
室 

 

 

   
 

 
 

  

 小長谷順二 通信    

三
、
東
日
本
大
震
災
以
降
は
ハ
ー
ド
、
ソ
フ

ト
両
面
で
の
対
策
が
必
要
。
土
肥
こ
ど
も
園

の
避
難
タ
ワ
ー
、
土
肥
小
学
校
の
裏
山
へ
避

難
す
る
橋
、
土
肥
中
、
土
肥
高
は
屋
上
へ
逃

げ
る
こ
と
で
子
供
達
の
避
難
の
第
一
段
は
出

来
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
低
地
に
住
ん
で
い

る
人
々
の
初
動
の
安
全
確
保
に
努
め
る
。
海

岸
に
10
メ
ー
ト
ル
以
上
の
防
潮
堤
は
不
可
能

に
近
い
と
思
う
の
で
、
ホ
テ
ル
の
一
階
部
分

が
隠
れ
る
く
ら
い
の
高
さ
の
防
潮
堤
で
、
そ

の
高
さ
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
を
行
な
っ
て

い
き
た
い
。
地
域
の
訓
練
を
通
し
て
、
市
で

な
け
れ
ば
出
来
な
い
ハ
ー
ド
面
、
ソ
フ
ト
面

を
カ
バ
ー
し
て
い
き
た
い
。 

市
長
の
答
弁
に
対
す
る
再
質
問 

一
、「
港
整
備
が
進
ま
ず
遅
れ
て
い
る
と
、
駿

河
湾
フ
ェ
リ
ー
が
、
他
の
市
町
に
行
っ
て
し
ま

う
事
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
？
」
ま
た
、
「
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
、
駿
河
湾
フ
ェ
リ
ー
の
助
成
制

度
の
表
示
が
わ
か
り
に
く
い
」
。
と
の
質
問
に

対
し
、
よ
り
使
い
や
す
い
よ
う
に
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
抜
本
的
に
見
直
し
て
い
く
。
そ
れ

を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
県
、
静
岡
市
、
そ
し

て
沼
津
市
の
協
力
も
得
て
、
駿
河
湾
フ
ェ
リ

ー
の
存
続
に
取
り
組
み
た
い
。
廃
止
に
な
っ

た
ら
伊
豆
半
島
に
と
っ
て
大
打
撃
に
な
る
の

で
、
地
元
土
肥
の
住
民
も
積
極
的
に
利
用
し 

小
長
谷
順
二
の
一
般
質
問 

一
、
海
の
県
道
２
２
３
（
ふ
じ
さ
ん
）
号
認

定
の
観
光
事
業
・
港
湾
整
備
に
つ
い
て 

二
、
観
光･
商
工
業･

農
林
水
産
業
の
連
携
、

発
展
に
つ
い
て 

三
、
土
肥
地
区
の
地
震
、
津
波
対
策
に
つ
い

て 
 

 菊
地
豊
市
長
の
答
弁 

一
、
最
盛
期
に
伊
豆
半
島
は
年
間
９
千
万

人
の
観
光
交
流
人
口
が
あ
っ
た
の
に
対
し

直
近
の
デ
ー
タ
ー
で
は
３
千
万
人
を
切
っ

て
し
ま
い
大
変
深
刻
な
状
況
で
す
。 

伊
豆
縦
貫
道
の
工
事
の
進
捗
、
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
に
向
け
て
の
伊
豆
半
島
が
一
丸
と 

な
っ
て
の
行
動
、
西
伊
豆
地
区
と
静
岡
市
、

県
の
協
力
を
得
て
、
駿
河
湾
フ
ェ
リ
ー
の

利
用
促
進
に
努
め
る
。
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を

活
か
し
、
平
成
21
年
に
土
肥
港
み
な
と
ま

ち
づ
く
り
構
想
が
作
成
し
て
あ
る
の
で
こ

れ
に
基
づ
き
し
っ
か
り
取
り
組
み
た
い
。 

二
、
狩
野
川
流
域
の
ア
グ
リ
ツ
ー
リ
ズ
ム

（
農
村
観
光
）
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む

こ
と
が
重
要
。
観
光
業
を
宿
泊
業
で
は
な

く
、
総
合
産
業
と
し
て
一
人
で
も
多
く
の

雇
用
を
確
保
し
所
得
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
の
で
市
と
し
て
も
全
力
で
取
り
組
み
、

指
示
を
し
て
い
き
た
い
。 

て
い
た
だ
き
た
い
。
県
の
中
部
、
西
部
そ
し

て
中
京
圏
、
関
西
圏
も
新
た
に
取
り
込
み
た

い
。
富
士
山
静
岡
空
港
を
利
用
し
た
イ
ン
バ

ウ
ン
ド(

外
国
人
旅
行
者
の
誘
致)

は
、
伊
豆
市

が
や
り
ま
す
。
駿
河
湾
フ
ェ
リ
ー
を
使
っ
た

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
し
っ
か
り
や
っ
て

い
き
た
い
。
「
観
光
立
市
宣
言
は
し
ま
せ
ん

か
？
」
に
対
し
、
す
で
に
市
民
の
皆
様
は
そ

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
で
、
今
は
あ
え
て

宣
言
は
し
な
い
。
伊
豆
市
の
入
湯
税
は
全
国

16
番
で
非
常
に
大
き
な
税
収
で
す
。 

二
、「
観
光
事
業
費
を
増
や
し
ま
せ
ん
か
？
」

の
質
問
に
対
し
て
、
現
在
の
市
内
の
旅
館
は
、

土
日
が
満
室
で
平
日
は
あ
い
て
い
る
の
で
、

固
定
資
産
税
の
納
付
や
従
業
員
の
確
保
も
難

し
い
。
行
政
は
平
日
や
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
の
誘

客
に
努
め
る
の
で
、
観
光
協
会
や
観
光
事
業

者
に
は
イ
ベ
ン
ト
や
お
も
て
な
し
な
ど
を
積

極
的
に
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
予
算
を
増

や
す
と
い
う
よ
り
も
、
市
と
の
役
割
分
担
を

し
て
、
誘
客
に
努
め
る
事
か
ら
始
め
て
い
き

た
い
。 

三
、「
家
具
の
固
定
に
つ
い
て
、
商
工
会
建
設

部
会
で
以
前
事
業
を
行
っ
て
い
た
が
、
引
き

続
き
、
や
り
ま
せ
ん
か
？
」
の
質
問
に
対
し

て
、
事
業
予
算
が
終
わ
っ
て
い
れ
ば
、
他
の

何
か
の
形
で
、
行
な
い
た
い
考
え
が
あ
る
。 

 行
政
で
一
方
的
に
お
こ
な
う
よ
り
も
、
地
域 

  
 

 

 


